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令和７年３月 19日（水）
　遠賀中学校の３年生５人、遠賀南中学校の
２年生５人、引率の教諭１人が参加し、議会
の活動や町の取り組みについて学びました。
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念撮影を行いました。
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みんなの生活を支えるデマンドバス

撤去予定のあけぼの歩道橋 栄養バランスのとれた給食

田園のスイミングスクール

無料で配布（貸与）される戸別受信機

定例会33 月月101077 億億円！円！
暮らしを豊かに

107 億円！ 　３月３日から 21 日までの 19 日間開催
されました。

戸
別
受
信
機
を

戸
別
受
信
機
を

　
　
　
　

  

全
戸
へ
配
布

全
戸
へ
配
布

デ
マ
ン
ド
バ
ス

デ
マ
ン
ド
バ
ス

　
　
　

運
行
開
始

　
　
　

運
行
開
始

小
学
校
の
水
泳
授
業

小
学
校
の
水
泳
授
業

を
町
内
ス
ク
ー
ル
へ

を
町
内
ス
ク
ー
ル
へ

給
食
費
を

給
食
費
を

　
　
　

　
　
　

  

半
額
補
助

半
額
補
助

遠
賀
川
駅
南
側
を

遠
賀
川
駅
南
側
を

安
心
・
安
全
に

安
心
・
安
全
に

災
害
対
策
本
部
を

災
害
対
策
本
部
を

　
　
　
　

　
　
　
　

  

２
階
へ

２
階
へ

あ
け
ぼ
の

あ
け
ぼ
の

　
　

歩
道
橋
撤
去

　
　

歩
道
橋
撤
去

６
億
１
７
８
万
円

　

災
害
時
の
情
報
や
地
域
情
報

を
町
民
へ
確
実
に
伝
達
す
る
た

め
室
内
に
設
置
し
、
情
報
を
家

の
中
で
聴
い
た
り
、
文
字
で
確

認
し
た
り
で
き
る
受
信
機
を
町

内
全
戸
へ
配
布
す
る
も
の
。

９
億
３
９
７
０
万
円

１
億
９
４
４
４
万
円

　

内
水
氾
濫
等
に
よ
る
浸
水
時

の
災
害
対
策
本
部
機
能
を
維
持
・

強
化
す
る
た
め
、
現
在
庁
舎
の

１
階
に
あ
る
指
揮
命
令
部
署
や

防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
を
庁
舎
２

階
に
整
備
・
集
約
す
る
も
の
。

１
１
４
３
万
円

　

交
通
不
便
対
策
と
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
便
数
不
足
を
補
う

た
め
、
お
ん
が
自
動
車
学
校
の

送
迎
バ
ス
を
活
用
し
、
乗
合
方

式
の
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
有
償
実

証
運
行
を
開
始
す
る
も
の
。

（
令
和
７
年
９
月
１
日
か
ら
開

始
予
定
）

８
１
７
万
円

　

全
小
学
校
の
水
泳
授
業
を
町

内
の
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
で

実
施
し
、
安
全
か
つ
効
果
的
に

泳
力
の
上
達
を
図
る
も
の
。

３
２
０
６
万
円

　

保
護
者
の
経
済
的
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
、
町
内
小
中
学
校

１
億
１
３
１
６
万
円

　

Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
本
線
を
跨
ぐ
歩

道
橋
が
老
朽
化
し
て
い
る
た
め
、

令
和
９
年
度
の
撤
去
に
向
け
て

迂
回
路
を
整
備
す
る
も
の
。

　

土
地
区
画
整
理
事
業
が
進
め

ら
れ
て
い
る
駅
南
地
区
に
お
い

て
、
道
路
や
水
路
な
ど
の
イ
ン

フ
ラ
を
整
備
す
る
も
の
。

に
通
う
児
童
生
徒
の
給
食
費
半

額
を
補
助
す
る
も
の
。



3 2025.4.25 遠賀議会だより No.178

浅木のふれあいこども食堂

別府のちくようごはん

オープン初日に参加したこどもたち（浅木）

遠賀川のえがお食堂

令和 7 年度  一般会計当初予算令和 7 年度  一般会計当初予算令和 7 年度  一般会計当初予算
過去最大の予算規模で町民の

こ
ど
も
食
堂
支
援

こ
ど
も
食
堂
支
援

こ
ど
も
の
居
場
所　

こ
ど
も
の
居
場
所　

　
　
　

づ
く
り
支
援

　
　
　

づ
く
り
支
援

５
４
万
円

　

町
内
３
箇
所
の
こ
ど
も
食
堂

の
安
定
的
運
営
を
支
援
す
る
も

の
。
な
お
、
４
月
か
ら
、
ふ
れ

あ
い
の
里
（
浅
木
小
学
校
区
）

で
新
規
開
設
さ
れ
、
全
小
学
校

区
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。

１
６
０
万
円

　

こ
ど
も
が
家
庭
以
外
で
も
安

心
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
、
食
事

や
学
習
・
体
験
な
ど
を
提
供
す

る
こ
ど
も
の
居
場
所
の
安
定
的

運
営
を
支
援
す
る
も
の
。

一般会計・下水道事業会計・特別会計の前年度との予算比較一般会計・下水道事業会計・特別会計の前年度との予算比較
（万円未満四捨五入）

会 計 名 令和７年度
（当初予算）

令和６年度
（当初予算） 増減率

一般会計 １０７億６３２７万円    ８２億２１５２万円        30.92％

下水道事業
（収益的） 　　６億４９４８万円 　  ６億　６４２万円          7.10％

（資本的） 　　７億９５３０万円 　  ５億３９０４万円        47.54％

特
別
会
計

  国民健康保険事業 　２２億２７１１万円    ２２億４２００万円       ▲0.66％

  住宅新築資金等貸付事業 　　　　　　０万円 　　　　 ８０６万円        ▲100％

  遠賀霊園事業 　   １億４７３２万円 　  １億７０５９万円    ▲13.64％

  土地取得 　　　 　３１７万円 　　　 　２９６万円          7.09％

  後期高齢者医療 　  ４億７８５０万円 　  ４億５２４４万円          5.76％
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町
長
施
政
方
針

　
教
育
施
策
要
綱

　
一
般
会
計
予
算

A

A

A

Q

Q

Q

撤去予定の旧室木線鉄橋と水管橋

暗い中サッカーの練習に励む子どもたち

予算特別委員会予算特別委員会
こんな質疑がありましたこんな質疑がありました

  

質 

疑

　

令
和
７
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
議
員
全
員
で
構
成
す
る

予
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

（
賛
成
多
数
可
決
）

「
国
の
西
川
改
修
に
よ
る

今
古
賀
地
区
の
築
堤
等
に

つ
い
て
早
期
完
成
を
促
す
こ
と

で
、
町
の
将
来
的
な
負
担
を
軽

減
す
る
」
と
あ
る
が
、
昨
年
12

月
に
、
町
長
と
行
っ
た
国
土
交

通
省
へ
の
要
望
活
動
を
し
た
そ

の
後
の
回
答
は
き
て
い
る
の
か
。

西
川
に
お
い
て
は
、
河
口

か
ら
５
・
５
km
が
国
の
直

轄
区
間
で
、
そ
の
上
流
側
が
、

県
の
管
理
区
間
に
な
っ
て
い
る
。

　

河
川
の
改
修
は
下
流
か
ら
行

う
の
が
基
本
的
な
考
え
で
、
下

流
側
の
改
修
が
残
っ
て
い
て
、

総
合
運
動
公
園
の
照
明
設

備
が
壊
れ
、
現
在
Ｌ
Ｅ
Ｄ

投
光
器
を
代
替
で
準
備
し
た
と

の
こ
と
だ
が
、
前
回
の
質
問
時

点
で
は
そ
の
ま
ま
照
明
設
備
は

改
修
し
な
い
と
い
う
説
明
だ
っ

た
。
実
際
に
見
に
行
く
と
、
真

っ
暗
な
中
で
子
ど
も
が
サ
ッ
カ

ー
を
し
て
い
た
が
、
対
処
で
き

な
い
の
か
。

総
合
運
動
公
園
の
照
明
設

備
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場

は
使
用
で
き
る
が
、
野
球
場
は

使
用
で
き
な
い
。

　

現
在
の
状
況
に
つ
い
て
は
、

前
回
の
説
明
と
同
様
、
改
修
す

る
予
定
は
な
い
。

小
中
学
校
の
図
書
館
司
書

お
よ
び
そ
れ
に
準
じ
る
人

の
配
置
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
司
書
資
格
者

の
確
保
が
難
し
い
と
思
う
が
、

図
書
に
精
通
し
た
人
を
採
用
し

て
い
る
の
か
。

各
小
中
学
校
に
「
図
書
整

理
員
」
と
し
て
一
人
ず
つ

配
置
し
て
い
る
。
司
書
資
格
を

有
す
る
人
の
確
保
が
難
し
く
な

っ
て
い
る
が
、
面
接
の
際
に
図

書
に
詳
し
い
人
を
選
考
し
、
整

理
員
と
し
て
採
用
し
て
い
る
。

進
ん
で
い
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。

　

河
川
内
に
町
が
占
用
届
を
出

し
て
い
る
水
管
橋
と
、
旧
室
木

線
の
Ｊ
Ｒ
橋
が
あ
り
、
本
来
は

町
が
撤
去
す
る
も
の
で
あ
り
、

７
億
円
か
ら
８
億
円
の
予
算
が

必
要
で
あ
る
。
議
会
か
ら
も
町

の
将
来
的
な
負
担
が
減
る
案
件

の
た
め
同
行
し
て
い
た
だ
き
、

関
係
先
に
要
望
を
行
っ
た
。

　

国
と
の
協
議
で
国
が
そ
の
工

事
を
行
う
と
い
う
方
向
で
話
が

ま
と
ま
り
、
７
億
円
か
ら
８
億

円
の
予
算
を
将
来
的
に
用
意
し

な
く
て
よ
く
な
っ
た
。

Ｊ
Ｒ
の
線
路
も
あ
り
、
工
事
が
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A

A

A

AA

A

Q

Q

Q

QQ

Q

おんが病院のぞうさんルーム

わなにかかったイノシシ

適応指導教室が開催されている
コミュニティーセンター

浸
水
想
定
区
域
図
の
作
成

が
義
務
付
け
ら
れ
、
浸
水

令
和
７
年
度
を
目
標
に
、

千
年
に
一
回
程
度
の
降
雨

量
に
よ
る
内
水
想
定
を
も
と
に
、

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
と

と
も
に
、
内
水
浸
水
想
定
区
域

浸
水
区
域
や
浸
水
深
の
情
報
を

ま
と
め
た
浸
水
想
定
区
域
図
を

作
成
す
る
も
の
だ
。
内
水
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
や
内
水
浸

水
対
策
事
業
の
基
礎
資
料
と
し

て
活
用
す
る
。
町
民
に
対
し
て

は
、
新
た
に
で
き
た
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
な
ど
を
配
布
す
る
こ
と

に
な
る
。

の
作
成
を
行
う
と
あ
る
が
、
町

民
に
ど
の
よ
う
に
活
用
し
よ
う

と
考
え
て
い
る
の
か
。

病
児
病
後
児
保
育
に
つ
い

て
、
令
和
５
年
４
月
か
ら

無
償
化
に
な
っ
て
ど
れ
く
ら
い

利
用
が
増
え
た
か
。
ま
た
、
預

け
よ
う
と
し
た
が
断
ら
れ
た
件

数
は
何
件
か
。

利
用
者
数
は
、
令
和
４
年

年
度
が
１
６
４
人
、
令
和
６
年

度
が
２
月
ま
で
で
２
２
６
人
と

な
っ
て
い
て
、
無
償
化
前
よ
り

増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
令
和

６
年
度
の
予
約
数
が
３
３
６
件

で
、
満
室
で
お
断
り
し
た
件
数

が
10
件
で
あ
る
。

度
が
１
１
７
人
、
令
和
５

農
作
物
有
害
鳥
獣
駆
除
委

託
料
に
つ
い
て
、
前
年
と

同
額
だ
が
予
算
の
額
が
長
ら
く

変
わ
っ
て
い
な
い
と
認
識
し
て

い
る
。
物
価
高
騰
や
燃
料
費
の

上
昇
、
鳥
獣
被
害
の
増
加
な
ど

あ
ら
ゆ
る
も
の
が
増
加
傾
向
に

あ
る
が
、
増
額
の
要
望
な
ど
は

な
い
の
か
。

近
年
物
価
高
騰
な
ど
が
あ

る
が
、
今
の
と
こ
ろ
猟
友

会
か
ら
は
上
乗
せ
し
て
ほ
し
い

な
ど
の
要
望
は
上
が
っ
て
い
な

い
。

適
応
指
導
教
室
に
つ
い
て
、

導
者
数
は
何
人
か
。
ま
た
、
開

催
回
数
が
週
３
回
か
ら
４
回
に

な
っ
た
経
緯
は
。

町
内
の
登
録
者
お
よ
び
指

遠
賀
町
の
登
録
者
は
11
人
、

指
導
者
は
１
人
、
補
助
員
が
１

人
配
置
さ
れ
て
い
る
。
当
初
、

岡
垣
町
か
ら
週
５
回
開
催
の
申

し
入
れ
が
あ
っ
た
が
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
が
水
曜
日

休
館
の
た
め
、
岡
垣
町
と
協
議

の
上
、
月
・
火
・
木
・
金
の
週

４
回
開
催
と
し
た
。

岡
垣
町
の
登
録
者
は
４
人
。

本
町
の
職
員
採
用
試
験
は

９
月
に
実
施
さ
れ
て
い
る

が
、
民
間
企
業
の
景
気
が
よ
く

な
る
と
賃
金
が
上
が
り
人
手
不

足
の
影
響
で
応
募
者
が
減
少
す

る
可
能
性
が
あ
る
。
採
用
試
験

の
時
期
を
早
め
る
こ
と
で
応
募

採
用
試
験
の
時
期
や
回
数

に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

者
を
確
保
す
る
考
え
は
。

電
子
入
札
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
、
県
内
22
自
治
体
が

参
加
し
て
い
る
と
思
う
が
、
今

後
参
加
自
治
体
は
増
え
て
い
く

の
か
。
ま
た
、
増
え
た
場
合
に

現
在
、
電
子
入
札
シ
ス
テ

ム
の
負
担
金
は
22
自
治
体

で
共
同
負
担
し
て
い
る
。
利
用

団
体
が
増
え
れ
ば
負
担
金
は
減

少
す
る
方
向
性
に
あ
る
。
ま
た
、

電
子
入
札
は
社
会
的
な
流
れ
で

も
あ
り
、
今
後
さ
ら
に
増
え
て

い
く
と
予
測
し
て
い
る
。

は
負
担
金
は
減
っ
て
い
く
の
か
。



62025.4.25 遠賀議会だより No.178

A Q

遠賀町地域防災関係者研修の様子

合理的設計の納骨施設

募集が始まった集合型屋外納骨施設

神谷教育長

取
得
し
た
防
災
士
は
59
人
。

す
る
段
階
で
あ
り
、「
防
災
士
の

あ
り
方
検
討
会
」
と
い
う
形
で

防
災
士
に
呼
び
か
け
、
定
期
的

な
会
議
や
活
動
を
行
え
る
よ
う
、

情
報
交
換
を
し
な
が
ら
取
り
組

み
を
進
め
て
い
る
。

現
在
は
横
の
連
携
を
強
化

防
災
士
の
取
得
助
成
金
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
町
の

補
助
で
資
格
を
取
得
し
た
防
災

士
は
何
人
い
る
か
。
ま
た
、
そ

の
防
災
士
の
活
動
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

人
事
案
件

　

令
和
７
年
３
月
６
日
、
議
員

全
員
で
構
成
さ
れ
る
予
算
特
別

委
員
会
の
所
管
事
務
調
査
で
、

遠
賀
霊
園
集
合
型
屋
外
納
骨
施

設
の
視
察
に
行
き
ま
し
た
。

　

令
和
８
年
度
か
ら
50
年
間
、

遠
賀
霊
園
が
管
理
し
、
管
理
期

間
が
終
了
し
た
後
は
、
納
骨
さ

れ
て
い
る
遺
骨
は
遠
賀
霊
園
内

に
建
立
予
定
の
合
葬
墓
に
改
葬

さ
れ
る
も
の
で
す
。
お
墓
を
管

理
し
て
く
れ
る
親
族
が
近
く
に

い
な
い
場
合
や
、
後
の
世
代
に

お
墓
の
心
配
を
さ
せ
た
く
な
い

人
な
ど
、
安
心
し
て
申
し
込
み

が
で
き
る
施
設
に
な
っ
て
い
ま

す
。

教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命
　

　
　
　（
全
員
一
致
同
意
）

　

令
和
７
年
１
月
１
日
か
ら
不

在
と
な
っ
て
い
る
教
育
長
を
新

た
に
任
命
す
る
も
の
。

　

神こ
う
や谷　

潤じ
ゅ
ん　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
芦
屋
町
）

●
任
期

　

令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら

　

令
和
10
年
３
月
31
日
ま
で

職
員
懲
戒
審
査
委
員
会
委
員
の

選
任　

　
　
　（
全
員
一
致
同
意
）

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
新
た
に

選
任
す
る
も
の
。

　

惠え

ら良　

健た
け
ふ
み史　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
北
九
州
市
）

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
選
任

　
　
　
　（
全
員
一
致
同
意
）

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
再
度
選

任
す
る
も
の
。

　

岡
部　

友
和　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
福
岡
市
）

　

久
保
田　

進　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
広
渡
区
）

　

波
多
野　

宏
和　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
北
九
州
市
）

●
任
期

　

令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら

　

令
和
10
年
３
月
31
日
ま
で

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
再
度
選

任
す
る
も
の
。

　

瀬
井　

公
子　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
若
葉
台
区
）

　

牛
草　

英
雄　

副
町
長

　
　
　
　
　
　
（
東
和
苑
区
）

●
任
期

　

令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら

　

令
和
９
年
３
月
31
日
ま
で

遠賀霊園の遠賀霊園の
　　集合型納骨施設を　　集合型納骨施設を
　　　　　　視　　　　　　視察しました察しました
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一
般
会
計
補
正
予
算

令和 6 年度

3
億
9
3
0
1
万
円 

増  

額

（
万
円
未
満
四
捨
五
入
）

一
般
会
計
補
正
予
算（

賛
成
多
数
可
決
）

令和６年度補正予算
一般会計・下水道事業会計・特別会計予算

（万円未満四捨五入）

会 計 名 予算総額 補正額

一般会計 １００億９６２５万円 ３億９３０１万円

下水道事業
（収益的） 　    ６億１３１６万円 　　　３４３万円

（資本的） 　    ４億５８３１万円 　▲８０７３万円

特
別
会
計

 国民健康保険事業     ２３億６０３１万円 １億１６３２万円

 遠賀霊園事業 　    １億５６１８万円 　▲１４５２万円

 土地取得 　　　　    ３０４万円 　　　　　９万円

 後期高齢者医療 　    ４億５１１４万円 　　▲１９１万円

条
例
制
定

空調設備が待たれる体育館

　

第
７
回
目
の
補
正
予
算
は
、
３
億
９
３
０
１
万
円
を
増
額
し
、

予
算
規
模
は
１
０
０
億
９
６
２
５
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
の
第
７
回
目
の

補
正
予
算
案
は
、
会
期
中
に
修

正
が
生
じ
た
た
め
、
令
和
７
年

３
月
18
日
に
撤
回
し
、
同
日
に

修
正
し
た
補
正
予
算
案
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

原
因
は
、
教
育
費
の
会
計
年

度
任
用
職
員
報
酬
に
お
い
て
、

積
算
の
誤
り
に
よ
り
令
和
６
年

度
に
必
要
な
額
を
超
え
て
減
額

し
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
す
。

【
主
な
も
の
】

町
内
全
小
中
学
校

　
　
　
　

体
育
館
に

念
願
の
空
調
設
備
を

　
　
　
　
　

新
設
!!

３
億
５
０
０
０
万
円

　

熱
中
症
予
防
及
び
避
難
所
の

環
境
改
善
の
た
め
、
町
内
小
中

学
校
の
体
育
館
に
空
調
設
備
を

設
置
す
る
も
の
。

　

町
内
１
事
業
所
の
固
定
資
産

税
課
税
誤
り
が
判
明
し
、
20
年

間
遡そ

き
ゅ
う及
分
と
な
る
約
６
２
１
２

万
円
（
加
算
金
を
含
む
）
を
返

還
す
る
も
の
。

　

家
屋
の
構
造
を
誤
っ
て
登
録

し
た
こ
と
に
よ
り
、
固
定
資
産

税
を
29
年
間
に
わ
た
り
過
大
に

徴
収
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し

た
。 固

定
資
産
税

　

課
税
誤
り
分

　
　
　
　

を
返
還

６
２
１
２
万
円

度
重
な
る
事
務
の
誤
り
に
対
す

る
責
任
を
と
り
、
町
長
の
給
料

月
額
２
割
を
３
カ
月
間
減
額

　
　
　
　
（
賛
成
多
数
可
決
）

　

今
回
の
法
人
所
有
家
屋
に
対

す
る
課
税
誤
り
及
び
補
正
予
算

額
の
計
上
誤
り
に
よ
る
令
和
６

年
度
補
正
予
算
の
撤
回
が
続
け

て
起
き
て
し
ま
っ
た
こ
と
へ
の

責
任
と
し
て
制
定
さ
れ
た
も
の
。

　

ま
た
、
３
月
21
日
に
追
加
で

第
８
回
目
の
補
正
予
算
案
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。
固
定
資
産
税

の
課
税
誤
り
返
還
金
の
予
算
に

対
し
、
基
金
を
取
り
崩
し
て
充

て
た
た
め
、
予
算
総
額
は
第
７

回
目
の
補
正
予
算
と
同
額
と
な

り
ま
し
た
。
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反
対
討
論
　
萩
尾
議
員

反
対
討
論
　
萩
尾
議
員

賛
成
討
論
　
松
本
議
員

賛
成
討
論
　
立
石
議
員

賛
成
討
論
　
野
口
議
員

賛
成
討
論
　
濵
田
議
員

賛
成
討
論
　
二
村
議
員

反
対
討
論
　
田
代
議
員

反
対
討
論
　
田
代
議
員

賛
成
討
論
　
仲
摩
議
員

賛
成
討
論
　
二
村
議
員

議員定数を13人から10人へ
賛成多数可決（賛成10：反対２）

議
員
提
出
の
議
案

委
員
会
提
出
の
議
案

遠
賀
町
議
会
議
員
定
数
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
　
　
（
賛
成
多
数
可
決
）

　

次
回
の
一
般
選
挙
か
ら
議
員

定
数
13
人
を
３
人
減
と
し
、
10

人
と
す
る
も
の
。

　

将
来
の
多
様
な
人
材
の
確
保

や
若
者
の
選
挙
へ
の
参
加
を
妨

げ
る
可
能
性
が
あ
る
。
町
民
の

多
様
な
意
見
を
吸
い
上
げ
る
議

員
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　

答
申
に
な
っ
て
い
な
い
。
何

を
慎
重
に
協
議
し
た
の
か
、
意

味
不
明
で
あ
る
。
町
民
の
声
を

議
会
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
は
、

議
員
削
減
は
す
べ
き
で
な
い
。

　

前
回
の
選
挙
は
、
２
０
０
票

台
が
５
人
と
い
う
非
常
に
低
数

で
当
選
し
た
。
郡
内
を
見
て
も

４
０
０
票
前
後
が
最
低
当
選
だ
。

定
数
を
削
減
し
て
、
町
民
が
関

心
を
持
ち
投
票
に
行
く
状
況
を

議
員
か
ら
つ
く
っ
て
い
く
べ
き
。

　

議
員
が
多
い
と
い
う
声
を
た

く
さ
ん
聴
い
た
。
10
人
の
市
町

村
に
も
行
っ
た
が
、
支
障
や
問

題
は
な
い
。
人
数
が
多
け
れ
ば

意
見
が
多
く
吸
い
上
げ
ら
れ
る

こ
と
は
な
く
、
議
員
が
活
動
を

必
死
に
や
る
こ
と
が
大
切
だ
。

　

他
の
自
治
体
を
視
察
し
て
、

委
員
会
構
成
の
変
更
に
よ
り
10

人
で
十
分
議
会
運
営
は
担
保
で

き
る
。
ま
た
３
人
減
に
よ
り
議

員
報
酬
、
そ
の
他
議
員
共
済
費

な
ど
の
経
費
を
全
て
含
め
年
間

約
１
６
０
０
万
円
削
減
で
き
る
。

遠
賀
町
議
会
政
務
活
動
費
の
交

付
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
（
賛
成
多
数
可
決
）

　

政
務
活
動
費
の
使
途
基
準
か

ら
広
報
・
広
聴
費
を
削
除
す
る

も
の
。

　

時
代
に
逆
行
し
て
い
る
。
最

低
年
１
回
く
ら
い
は
、
全
員
が

政
務
活
動
費
を
活
用
し
、
町
民

に
議
員
活
動
を
報
告
す
る
必
要

が
あ
る
。

　

全
く
答
申
に
な
っ
て
い
な
い
。

何
を
協
議
し
た
か
書
い
て
な
い
。

議
員
は
、
自
分
た
ち
が
や
っ
て

い
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

各
議
員
が
配
布
し
た
広
報
を

見
る
と
、
間
違
っ
た
内
容
や
選

挙
違
反
に
な
る
と
見
受
け
ら
れ

る
広
報
も
あ
っ
た
。
政
務
活
動

費
と
し
て
は
妥
当
で
は
な
い
。

　

広
報
紙
は
、
個
人
的
な
意
見

や
主
義
主
張
も
掲
載
す
る
。「
政

務
活
動
費
は
、
議
員
に
よ
る
政

策
研
究
、
政
策
提
言
等
が
確
実

に
実
行
さ
れ
る
よ
う
交
付
す
る

も
の
」
に
当
た
ら
な
い
。

▽
提
出
者　

二
村
議
員

▽
提
出
賛
成
者　

仲
摩
議
員
、

野
口
議
員
、
松
本
議
員
、
舛
添

議
員
、
仲
野
議
員

　

議
会
運
営
委
員
会
の
答
申
に

沿
っ
て
２
人
減
と
考
え
る
が
、

他
議
員
の
意
見
を
聞
く
と
３
人

減
か
現
状
維
持
か
の
ど
ち
ら
か

に
な
る
の
で
、
３
人
減
に
賛
成

だ
。

　

議
員
定
数
削
減
に
は
賛
成
。

２
人
減
が
妥
当
と
考
え
る
が
、

今
回
反
対
す
れ
ば
議
員
定
数
削

減
を
実
現
で
き
な
く
な
る
可
能

性
が
あ
る
と
思
う
の
で
賛
成
だ
。
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議
長
が
議
会
運
営
委
員
会
へ

諮
問
（
令
和
６
年
４
月
）

　

議
会
運
営
委
員
会
が
答
申

（
同
12
月
）

　

こ
れ
を
受
け
、
全
議
員
で
構

成
す
る
議
員
定
数
等
調
査
特
別

委
員
会
を
設
置
（
同
12
月
）

 
こ
れ
ま
で
の
経
過

１
．
議
員
定
数
を
２
人
減
の
11

人
に
す
る

２
．
政
務
活
動
費
の
使
途
基
準

か
ら
広
報
広
聴
費
を
削
除
す
る

３
．
費
用
弁
償
は
現
行
通
り
支

給
し
な
い

　

全
議
員
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
結
果
や
視
察
先
の
現
状
、
県

内
各
町
村
議
会
の
調
査
結
果
等

を
踏
ま
え
、
慎
重
に
審
議
し
た

結
果
、
次
の
結
果
と
な
っ
た
。

議
員
定
数
等
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
各
委
員
の
意
見

定
数
に
つ
い
て

1
人
減　

中
野
議
員

2
人
減　

松
尾
議
員

２
人
減　

立
石
議
員

３
人
減　

仲
摩
議
員

３
人
減　

野
口
議
員

３
人
減　

仲
野
議
員

３
人
減　

松
本
議
員

３
人
減　

舛
添
議
員

現
状
維
持　
田
代
議
員

現
状
維
持　
萩
尾
議
員

２
人
減　

濵
田
議
員

　

な
り
手
不
足
と
い
う
課
題
が

あ
り
、
本
町
を
背
負
っ
て
い
く

人
材
が
出
て
く
る
た
め
に
は
、

１
人
減
が
今
後
の
た
め
に
良
い
。

　

駅
南
開
発
で
人
口
が
若
干
増

え
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
大
幅

な
削
減
は
危
険
な
の
で
は
。
段

階
的
に
減
ら
し
て
い
く
こ
と
が

妥
当
と
考
え
る
。

　

諮
問
事
項
を
受
け
、
調
査
・

検
討
し
た
結
果
、
議
会
運
営
や

人
口
推
移
を
考
え
て
２
人
減
が

妥
当
と
考
え
る
。

　

い
き
な
り
の
大
幅
削
減
は
、

将
来
の
多
様
な
人
材
の
確
保
や

若
者
の
参
加
を
妨
げ
る
可
能
性

も
あ
る
。
削
減
も
簡
単
で
は
な

い
が
、
増
や
す
方
が
難
し
い
。

　

今
後
削
減
の
議
論
が
出
な
い

よ
う
し
っ
か
り
と
減
ら
す
こ
と

　

議
長
の
公
平
性
の
担
保
か
ら

定
数
は
偶
数
、
町
の
予
算
規
模

か
ら
10
人
は
必
要
。
ま
た
、
11

人
と
し
た
場
合
、
再
度
定
数
削

減
を
議
論
す
る
必
要
が
あ
る
。

で
選
挙
が
活
発
に
な
る
。
ま
た
、

こ
れ
以
上
減
ら
す
と
議
員
の
仕

事
が
回
ら
な
く
な
る
。

　

今
後
、
人
口
が
減
少
す
る
こ

と
を
考
え
る
と
、
人
口
２
千
人

に
１
人
を
目
安
に
。
委
員
会
の

活
動
は
工
夫
が
必
要
。
ま
た
、

無
投
票
に
し
な
い
た
め
に
も
10

人
が
適
当
で
は
な
い
か
。

　

前
回
の
選
挙
で
投
票
率
が
低

下
し
た
の
は
、
議
員
定
数
と
の

関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

最
低
当
選
ラ
イ
ン
が
４
０
０
票

を
超
え
る
定
数
が
望
ま
し
い
。

　

町
民
の
少
数
意
見
も
含
め
広

く
議
会
に
反
映
さ
せ
る
に
は
、

１
人
で
も
多
く
の
議
員
が
い
た

　

当
初
は
２
人
減
と
考
え
て
い

た
が
、
委
員
会
や
振
り
分
け
も

問
題
は
な
い
と
思
う
の
で
３
人

減
で
も
や
っ
て
い
け
る
。

方
が
良
い
。
こ
れ
以
上
減
ら
す

と
民
意
を
反
映
し
な
く
な
る
。

　

町
民
の
多
様
な
意
見
を
吸
い

上
げ
る
議
員
が
必
要
。
ま
た
、

今
後
女
性
議
員
を
３
人
と
す
る

ク
ォ
ー
タ
ー
制
度
を
考
え
、
現

状
維
持
。

特別委員会の様子

１
．
議
員
定
数
を
３
人
減
の
10

人
に
す
る

２
．
政
務
活
動
費
の
使
途
基
準

か
ら
広
報
・
広
聴
費
を
削
除
す

る３
．
費
用
弁
償
は
現
行
通
り
支

給
し
な
い

特
別
委
員
会
採
決
結
果
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議席番号 １２３４５６７８９1011 12 13

会議名 仲
摩
野
口
田
代
松
本
立
石
萩
尾
濵
田
松
尾
二
村
舛
添
仲
野
中
野
織
田

３月
定例会

遠賀町国民健康保険税条例の一部改正について ○○▲○○○○○○○○○

（
議
長
）

遠賀町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める
条例の一部改正について ○○▲○○○○○○○○○

遠賀町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関
する基準を定める条例の一部改正について ○○▲○○○○○○○○○

令和 7 年度遠賀町一般会計予算 ○○▲○○○○○○○○○

令和 7 年度遠賀町国民健康保険事業特別会計予算 ○○▲○○○○○○○○○

令和 7 年度遠賀町後期高齢者医療特別会計予算 ○○▲○○○○○○○○○

令和 6 年度遠賀町一般会計補正予算（第7号） ○○▲○○○○○○○○○

遠賀町長の給与の特例に関する条例の制定について ○○▲▲○▲○○○○○○

遠賀町議会議員定数条例の一部改正について ○○▲○○▲○○○○○○

遠賀町議会政務活動費の交付に関する条例の一部改正について ○▲▲▲○▲○○○○○○

議員名議案名

賛否が分かれた議案　（○：賛成　 ▲：反対 　欠：欠席） ※全員一致の 32 議案は除いています。

　　　　決算指摘事項

処理改善報告

令和５年度

あの指摘は

どうなった？

　

昨
年
の
決
算
特
別
委
員
会
で

行
っ
た
指
摘
事
項
の
処
理
改
善

内
容
は
、
次
の
よ
う
に
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

指 

摘

指 

摘

回 
答

回 

答

消
防
団
員
の
確
保
に
つ

い
て
は
、
団
員
が
減
少
傾
向
に

あ
る
た
め
、
団
員
の
確
保
に
努

め
ら
れ
た
い
。

日
常
生
活
に
支
障
が
出

な
い
よ
う
に
消
防
団
員
報
酬
等

を
見
直
し
、
処
遇
の
改
善
を
行

う
と
と
も
に
、
訓
練
や
年
末
警

戒
等
の
や
り
方
を
見
直
し
、
団

員
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
る
。

職
員
の
健
康
診
断
に
つ

い
て
は
、
要
精
密
対
象
者
と
な

っ
た
職
員
の
受
診
率
の
向
上
に

努
め
ら
れ
た
い
。

精
密
検
査
の
受
診
は
義

務
で
は
な
い
た
め
、
強
制
力
は

な
い
が
、
対
象
者
に
は
重
症
化

に
よ
る
家
庭
や
職
場
へ
及
ぼ
す

影
響
を
自
覚
さ
せ
、
受
診
勧
奨

を
強
化
し
て
い
く
。

臨  

時  

会

臨  

時  

会

1 月
１
月
31
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
６
回
目
の
補
正
予
算
は
、

７
億
８
５
６
０
万
円
を
増
額
し
、

予
算
規
模
は
97
億
３
２
４
万
円

に
な
り
ま
し
た
。

令和 6年度

7
億
8
5
6
0
万
円
増
額

             

（
万
円
未
満
四
捨
五
入
）

一
般
会
計
補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算

（
全
員
一
致
可
決
）

【
主
な
も
の
】

遠
賀
町
内
小
・
中
学
校
全
５
校

の
体
育
館
空
調
設
備
設
置
の
た

め
の
設
計
事
業

　
　
　
　
　
　

１
５
３
０
万
円

　

児
童
生
徒
の
熱
中
症
対
策
や

避
難
所
の
環
境
改
善
を
す
る
た

め
、
空
調
設
備
設
置
の
設
計
を

行
う
も
の
。

ふ
る
さ
と
納
税
（
歳
入
）

　

当
初
予
算
の
５
億
円
か
ら
、

４
億
５
０
０
０
万
円
増
額
補
正

し
、
９
億
５
０
０
０
万
円
と
す

る
も
の
。

８
８
７
５
万
円

　

物
価
高
騰
に
よ
る
家
計
圧
迫

を
軽
減
す
る
た
め
、
給
付
す
る

も
の
。

○
対
象
者

　

住
民
税
非
課
税
２
４
０
０
世

帯
お
よ
び
そ
の
子
ど
も
５
０
０

人▽
１
世
帯　
　
　
　

３
万
円

▽
子
ど
も
（
18
歳
以
下
）

　

１
人
当
た
り　
　

２
万
円

物
価
高
騰
支
援
給
付
金
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議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
行
政
視
察

デ
ジ
タ
ル
化
推
進
特
別
委
員
会

第
二
常
任
委
員
会
学
校
訪
問

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

浅木小学校タブレットを使用した授業

広渡小学校授業見学の様子

浅木小学校で給食を試食

須恵町での積極的な意見交換大刀洗町議場にて

　

最
後
に
学
校
給
食
の
試
食
を

し
ま
し
た
。
限
ら
れ
た
予
算
の

中
で
工
夫
さ
れ
た
給
食
を
お
い

し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
２
月
14
日
に
、
須

恵
町
と
大
刀
洗
町
に
広
報
研
修

の
視
察
に
行
き
ま
し
た
。

　

両
町
は
、
町
村
議
会
広
報
全

国
コ
ン
ク
ー
ル
で
受
賞
歴
が
あ

り
、
共
通
す
る
こ
と
は
「
町
民

が
見
や
す
い
議
会
だ
よ
り
」
と

い
う
点
で
す
。

　

今
回
の
視
察
で
は
、
一
方
的

な
講
義
形
式
で
は
な
く
、
質
疑

応
答
な
ど
の
意
見
交
換
を
中
心

に
行
い
、
今
後
の
広
報
編
集
作

業
に
生
か
し
て
い
け
る
話
を
多

く
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
広
報
紙
を
よ
り
良
い

紙
面
に
す
る
た
め
に
、
広
報
研

修
や
レ
イ
ア
ウ
ト
の
変
更
な
ど

も
積
極
的
に
行
っ
て
お
り
、
本

町
で
も
採
用
で
き
る
こ
と
も
多

く
あ
り
、
考
え
さ
せ
ら
れ
る
研

修
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
視
察

を
生
か
し
、
町
民
に
と
っ
て
、

よ
り
見
や
す
い
議
会
だ
よ
り
を

作
れ
る
よ
う
尽
力
し
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
化
推
進
特
別
委
員

会
は
、
計
８
回
の
委
員
会
を
開

催
し
、
本
町
議
会
に
お
け
る
議

会
運
営
上
の
デ
ジ
タ
ル
化
推
進

に
つ
い
て
、
慎
重
に
調
査
・
研

究
・
議
論
を
行
な
っ
て
き
ま
し

た
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
導
入
に
関
し

て
は
コ
ス
ト
の
問
題
が
あ
り
、

財
源
の
な
い
中
、
議
会
だ
け
で

進
め
る
こ
と
が
難
し
い
た
め
、

将
来
的
な
検
討
課
題
と
し
、
現

時
点
で
取
り
組
め
る
デ
ジ
タ
ル

化
と
し
て
次
の
通
り
の
結
論
に

至
り
、
調
査
が
終
了
と
な
り
ま

し
た
。

○
議
会
の
情
報
共
有
ツ
ー
ル
と

し
て
、
企
業
向
け
チ
ャ
ッ
ト

ツ
ー
ル
等
を
本
町
議
会
全
体
で

活
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

○
本
会
議
を
除
く
す
べ
て
の
会

議
に
お
い
て
、
会
議
に
出
席
す

る
者
が
個
人
で
所
有
す
る
情
報

通
信
端
末
機
器
の
使
用
を
認
め

る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　

令
和
７
年
１
月
29
日
に
第
二

常
任
委
員
会
の
所
管
事
務
調
査

と
し
て
学
校
訪
問
を
行
い
ま
し

た
。
長
ら
く
コ
ロ
ナ
で
実
施
で

き
な
か
っ
た
た
め
、
約
５
年
ぶ

り
の
学
校
訪
問
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
国
が
進
め
る
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
構
想(

現
代
に
合
う
学
習
環

境
を
整
備
し
児
童
生
徒
一
人
一

人
に
最
適
化
さ
れ
た
教
育
の
提

供)

で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
利
用
し

た
授
業
に
つ
い
て
、
広
渡
小
学

校
、
浅
木
小
学
校
の
全
ク
ラ
ス

を
見
学
し
た
も
の
で
す
。

　

児
童
各
自
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
と
電
子
黒
板
を
利
用
し
た
、

先
生
と
指
導
員
に
よ
る
２
人
体

制
の
授
業
は
分
か
り
や
す
く
、

児
童
も
明
る
く
楽
し
そ
う
に
学

習
し
て
い
て
、
導
入
の
成
果
は

出
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

見
学
後
の
校
長
先
生
た
ち
と

の
意
見
交
換
会
の
中
で
、
習
熟

度
が
不
足
し
て
い
る
児
童
に
は
、

放
課
後
や
夏
休
み
に
補
習
な
ど

で
対
応
し
て
い
る
と
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
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一　般　質　問
令 和 7 年 ３ 月 6 日

学童保育料を 2 人 目から半
額にした場合何世帯該当か

39世帯だ

学
童
保
育
料
は
2
人

目
か
ら
半
額
に

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

町
　
長

町
　
長

町
　
長

町
　
長

の　ぐち　        く        み        こ

野 口 　 久 美 子

子
ど
も
の
居
場
所
と
し
て
の
学
童
保
育

（
広
小
ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ
）

学
童
保
育
の
保
育
料

は
、
同
一
世
帯
で
３
人
以
上

利
用
す
る
場
合
、
３
人
目
以

降
を
半
額
に
し
て
い
る
が
、

現
在
該
当
し
て
い
る
の
は
何

世
帯
か
。

２
世
帯
だ
。

保
育
料
を
２
人
目
以

降
か
ら
半
額
に
し
た
場
合
、

該
当
す
る
世
帯
は
何
世
帯
か
。

39
世
帯
だ
。

こ
の
よ
う
な
制
度
が

あ
っ
て
も
活
用
で
き
る
人
が

少
な
け
れ
ば
制
度
と
し
て
生

き
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。

北
九
州
市
で
は
、
２
人
目
か

ら
半
額
に
し
て
い
る
学
童
も

あ
る
。
合
計
特
殊
出
生
率
を

み
て
も
、
国
の
推
計
で
は
、

２
０
２
４
年
で
は
、
１
人
の

女
性
が
生
涯
に
産
む
人
数
は

１
・
１
人
だ
。
利
用
料
を
半

額
に
す
る
制
度
を
設
け
て
い

る
の
で
あ
れ
ば
、
保
護
者
に

と
っ
て
有
益
に
働
く
よ
う
に

検
討
し
て
い
く
と
い
う
必
要

は
な
い
か
。

健
康
こ
ど
も
課
長

健
康
こ
ど
も
課
長

２
人
目
３
人
目
の
保

育
料
金
体
系
の
変
更
は
、
保

育
園
で
は
先
駆
け
て
実
施
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

学
童
保
育
事
業
も
保

育
の
健
全
育
成
と
い
う
面
で

一
貫
し
て
保
育
を
ど
う
考
え

て
い
く
か
と
い
う
視
点
で
保

育
園
、
学
校
と
分
け
る
の
で

な
く
学
童
も
２
人
目
以
降
半

額
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
る
が
い
か
が
か
。

第
２
子
か
ら
半
額
と

し
た
場
合
実
際
、
１
５
０
万

円
程
度
の
予
算
が
生
じ
る
。

確
か
に
子
育
て
支
援
、
子
ど

も
応
援
と
い
う
部
分
は
待
っ

た
な
し
の
状
況
だ
。
今
回
子

育
て
支
援
の
一
つ
と
し
て
学

校
給
食
費
補
助
を
提
案
さ
せ

て
も
ら
っ
て
い
る
。
全
部
一

遍
に
で
き
る
と
い
う
も
の
で

は
な
く
、
順
番
に
、
し
っ
か

り
と
そ
こ
に
予
算
を
つ
け
て

施
策
を
発
信
し
て
い
く
こ
と

か
ら
、
分
か
り
ま
し
た
、
す

ぐ
や
り
ま
す
と
い
う
こ
と
に

な
か
な
か
な
ら
な
い
と
い
う

本
町
で
は
学
童
保
育

こ
と
を
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

を
利
用
で
き
る
条
件
に
保
護

者
の
就
労
が
規
定
さ
れ
て
い

る
が
、
保
護
者
の
就
労
に
限

定
し
て
い
な
い
自
治
体
も
あ

る
。
保
護
者
が
就
労
し
て
い

な
い
児
童
も
受
け
入
れ
て
い

く
考
え
は
な
い
か
。

本
町
の
学
童
保
育
は

国
、
県
の
補
助
金
で
実
施
し

て
い
る
。
こ
の
補
助
金
の
実

施
要
綱
で
は
、
保
護
者
が
就

労
等
に
よ
り
昼
間
家
庭
に
い

な
い
小
学
校
に
就
学
し
て
い

る
児
童
と
さ
れ
て
い
る
。
現

行
の
利
用
時
要
件
を
変
更
す

る
予
定
は
な
い
。

保
護
者
の
要
望
も
変

わ
っ
て
き
て
い
る
と
認
識
し

て
い
る
。
学
童
の
場
を
広
く

活
用
す
る
考
え
は
な
い
か
。

学
童
保
育
自
体
が
子

ど
も
の
居
場
所
作
り
に
な
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
は
間
違

い
な
い
。
学
童
に
通
っ
て
い

な
い
子
ど
も
と
の
交
流
の
場

は
、
学
童
以
外
で
も
考
え
ら

れ
る
と
思
う
。
現
状
は
国
、

県
の
補
助
事
業
の
中
で
実
施

し
て
い
る
の
で
理
解
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
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一　般　質　問
令 和 7 年 ３ 月 6 日

生活が「苦しい」が6割、
独自支援策実施の考えは

今までも独自支援策を行ってきた
従前からしっかりと考えている

国
民
生
活
基
礎
調
査

約
6
割
生
活
苦
し
い

子
育
て
支
援
に
つ
い

て
保
育
料
の
無
償
化

遠
賀
町
「
こ
ど
も
計

画
」
に
つ
い
て

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

町
　
長

町
　
長

町
　
長

町
　
長

健
康
こ
ど
も
課
長

教
育
長
職
務
代
理
者

教
育
長
職
務
代
理
者

  た        しろ　          じゅん      じ

田代　順二

米
の
平
均
価
格
５
kg
４
０
７
７
円

史
上
最
高
値
更
新
を
報
じ
る
記
事

令
和
５
年
国
民
生
活

基
礎
調
査
で
は
生
活
が
「
苦

今
ま
で
も
議
会
の
同

意
を
得
て
、
し
っ
か
り
と
地

域
の
実
情
に
合
っ
た
形
で
の

き
め
細
か
な
支
援
策
を
念
頭

に
お
い
て
実
施
し
て
い
る
。

　

本
町
も
、
今
後
ど
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
皆
さ
ん
に
理
解
を

得
ら
れ
る
形
で
支
援
策
を
や

っ
て
い
く
の
か
は
、
従
前
か

ら
し
っ
か
り
と
考
え
て
い
る
。

し
い
」
と
約
６
割
が
回
答
し
、

郡
内
で
は
独
自
に
課
税
世
帯

へ
支
援
策
を
決
定
し
て
い
る
。

本
町
も
独
自
支
援
策
を
実
施

す
る
考
え
は
な
い
か
。

保
育
料
を
す
べ
て
無

償
化
す
る
考
え
は
な
い
か
。

ま
た
、
無
償
化
し
た
場
合
、

必
要
な
予
算
は
い
く
ら
か
。

現
時
点
に
お
い
て
、

無
償
化
す
る
方
向
に
は
な
い
。

令
和
５
年
９
月
か
ら
多
子
軽

減
の
カ
ウ
ン
ト
範
囲
の
拡
大
、

令
和
６
年
９
月
か
ら
保
育
料

の
値
下
げ
な
ど
先
駆
け
て
や

っ
て
き
た
。
無
償
化
し
た
場

合
、
３
３
６
６
万
円
で
あ
る
。

約
１
１
０
０

県
内
で
は
、
芦
屋
町
、

新
宮
町
な
ど
第
２
子
の
保
育

料
を
無
償
化
す
る
自
治
体
が

全
体
と
し
て
は
少
数
だ
が
、

増
え
つ
つ
あ
る
。
第
２
子
を

無
償
化
し
た
場
合
、
必
要
な

予
算
は
い
く
ら
か
。

万
円
程
度
に
な
る
。

低
所
得
世
帯
や
ひ
と

り
親
世
帯
に
、
粉
ミ
ル
ク
や

紙
お
む
つ
の
定
期
的
な
支
援

は
で
き
な
い
か
。

特
定
の
品
目
を
限
定

し
て
現
物
支
援
を
行
う
方
法

よ
り
、
真
に
必
要
な
も
の
を

選
択
し
て
い
た
だ
く
商
品
券

等
の
配
布
に
決
定
し
た
経
緯

が
あ
る
。
定
期
的
な
現
物
支

援
を
行
う
考
え
は
な
い
。

こ
ど
も
計
画
を
小
中

学
校
、
保
育
所
や
幼
稚
園
等

遠
賀
町
こ
ど
も
計
画

は
、
子
ど
も
に
関
わ
る
す
べ

て
の
大
人
と
当
事
者
で
あ
る

子
ど
も
に
周
知
が
必
要
と
考

え
て
い
る
の
で
、
計
画
書
本

体
に
加
え
て
子
ど
も
向
け
の

概
要
版
も
作
成
し
、
幅
広
く

周
知
を
図
る
予
定
だ
。

子
ど
も
向

け
概
要
版
も
作
成
す
る
の
で
、

児
童
・
生
徒
、
保
護
者
へ
の

周
知
な
ど
、
で
き
る
限
り
の

協
力
を
行
っ
て
い
く
。

中
学
校
の
校
則
も
、

　
「
こ
ど
も
計
画
」
に
な
ら
っ

て
生
徒
の
意
見
を
聞
い
て
見

直
す
こ
と
も
あ
り
う
る
の
か
。

ま
ず
、
生

徒
総
会
に
お
い
て
生
徒
か
ら

の
意
見
・
要
望
を
諮
り
、
過

半
数
の
賛
成
で
可
決
の
場
合
、

そ
の
見
直
し
案
を
生
徒
指
導

部
会
で
検
討
し
妥
当
な
ら
、

職
員
会
議
に
か
け
異
議
が
な

け
れ
ば
次
年
度
か
ら
改
正
、

も
し
く
は
軽
微
な
見
直
し
な

ら
直
ち
に
改
正
す
る
。

の
関
係
者
、
ま
た
、
子
ど
も
・

若
者
に
ど
の
よ
う
に
周
知
し

進
め
て
い
く
の
か
。
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活

動

報

告

活

動

報

告

町
村
議
会
議
員
研
修
会

佐
賀
県
基
山
町
議
会

　
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
視
察
受
け
入
れ

　

令
和
７
年
１
月
10
日
、
福
岡

県
町
村
議
会
議
長
会
主
催
議
員

研
修
会
が
、
遠
賀
町
中
央
公
民

館
視
聴
覚
室
に
て
、
リ
モ
ー
ト

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

表
題
は
「
実
現
に
つ
な
が
る

一
般
質
問
の
作
り
方
」

　

講
師
は
、
元
兵
庫
県
議
会
議

員
、
元
伊
丹
市
議
会
議
員
の
相

崎
佐
和
子
氏
。

研修会の様子

意見交換をしている様子

議場での記念撮影

　

ま
ず
、
質
問
の
パ
タ
ー
ン
分

析
か
ら
入
り
、
次
に
質
問
の
ネ

タ
の
集
め
方
、
質
問
の
情
報
収

集
、
質
問
の
ロ
ジ
ッ
ク
の
組
み

立
て
方
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
の
交

渉
術
、
本
番
で
の
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
的
テ
ク
ニ
ッ
ク
、
質
問
を

実
現
に
導
く
心
構
え
の
順
に
講

義
が
進
み
ま
し
た
。

　

質
問
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
も
そ
う

で
す
が
、
質
問
を
実
現
に
導
く

た
め
に
は
、
首
長
の
立
場
で
考

え
、
１
回
の
質
問
で
解
決
す
る

の
で
は
な
く
、
長
期
の
ス
パ
ン

で
逆
算
し
て
実
現
を
考
え
る
こ

と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
１
月
27
日
、
基
山

町
議
会
運
営
委
員
会
の
視
察
の

受
け
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

　

基
山
町
議
会
で
は
、
議
員
選

挙
が
過
去
２
回
無
投
票
と
な
り
、

議
員
の
な
り
手
不
足
に
頭
を
悩

ま
せ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

本
町
で
は
今
年
度
議
長
か
ら

の
諮
問
事
項
で
あ
る
議
員
定
数
、

費
用
弁
償
、
政
務
活
動
費
の
３

項
目
に
つ
い
て
全
員
の
議
員
で

構
成
す
る
特
別
委
員
会
を
設
置

し
、
協
議
を
し
て
い
る
旨
を
伝

え
ま
し
た
。

が
開
催
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

現
在
、
中
学
生
議
会
や
土
日

議
会
の
開
催
も
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
、
今
後
本
町
で
も
議
会

開
催
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
工
夫
が
必
要
と
痛
感

し
ま
し
た
。

　

基
山
町
議
会
の
議
員
定
数
は

13
人
で
そ
の
内
５
人
が
女
性
議

員
。
今
後
、
女
性
議
員
を
囲
ん

で
レ
デ
ィ
ー
ス
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

   議会の活動 (２月～４月）

日　程 本会議・委員会等
２月 10 日  議員定数等調査特別委員会

２月 14 日  議会広報常任委員会行政視察

２月 21 日  議会運営委員会

３月３～ 21 日  ３月定例会

３月３・21 日
４月２・４・

11・16 日
 議会広報常任委員会

４月２日  議会広報モニター連絡会議

４月 21 日  議会運営委員会

４月 24 日  ４月臨時会
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傍

聴

者

の

声

傍

聴

者

の

声

傍

聴

者

の

声

　

３
月
定
例
会
に
は
、
延
べ
23

人
が
傍
聴
に
来
ら
れ
ま
し
た
。

傍
聴
者
の
声
を
一
部
紹
介
し
ま

す
。

学
童
の
大
事
な
問
題
に
共

感
す
る
こ
と
が
多
く
、
若
い
保

護
者
に
と
っ
て
大
事
な
子
ど
も

の
居
場
所
を
取
り
上
げ
て
い
た

だ
い
て
良
か
っ
た
。

質
問
さ
れ
た
議
員
が
き
め

細
か
な
情
報
収
集
を
し
て
い
た

の
で
、
現
状
が
よ
く
理
解
で
き

た
。

子
育
て
が
終
わ
っ
て
い
る

私
に
と
っ
て
、
学
童
保
育
、
子

育
て
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
遠
賀

町
を
担
っ
て
い
く
若
い
世
代
が

住
み
よ
く
な
っ
て
い
く
の
を
願

っ
て
、
議
会
を
拝
聴
し
ま
し
た
。

各
議
員
の
質
問
が
具
体
的

で
町
の
ニ
ー
ズ
を
よ
く
反
映
し

て
い
る
と
思
う
。
議
員
に
も
専

門
職
が
い
る
と
深
く
質
問
で
き

る
と
思
う
。
町
も
丁
寧
に
対
応

し
て
い
る
と
思
う
。

質
問
事
項
に
対
す
る
行
政

の
方
針
が
理
解
で
き
た
。
財
政

の
問
題
も
あ
り
、
さ
ら
に
検
討

が
必
要
だ
と
思
う
が
、
少
し
ず

つ
で
も
よ
り
よ
い
遠
賀
町
に
発

展
し
て
い
く
よ
う
期
待
し
て
い

る
。

①年齢を教えてください
　80 代以上：33％　　70 代：40％　　　60 代：27％
②お住まいについて教えてください
　町 内：93％　　町 外：7％
③議会に関する情報を何で知りましたか（複数回答）
　議員から：73％　　その他（友人等）：20％　　議会だより：7％　　ホームページ：20％　　
④傍聴した理由を教えてください（複数回答）
　町議会や町政に興味がある：73％　　議員の質問内容に興味がある：73％
　議案に関心がある：33％　　　　　　議員や知人に誘われた：20％
⑤議会・議員に期待することは何ですか（複数回答）
　町民の声の反映　：80％　　　積極的な政策提案：80％
　町政へのチェック：53％　　　議会だよりの充実：27％
　ホームページ等を活用した情報発信：27％
⑥また傍聴したい　　　100％

傍 聴 者傍 聴 者 アンケーアンケートト傍 聴 者 アンケート （回答者 15 人）

本会議の様子は、本会議の様子は、以下の場所で以下の場所でライブ中継を行います。ライブ中継を行います。
　　遠賀町役場・遠賀町中央公民館・　　遠賀町役場・遠賀町中央公民館・
　　　　ふれあいの里センター・おんがみらいテラス　　　　ふれあいの里センター・おんがみらいテラス
※遠賀町ホームページからも、視聴することができます。※遠賀町ホームページからも、視聴することができます。

次回の定例会は  次回の定例会は  66 月 月 ですです
詳しい日程は、5 下旬に遠賀町ホームページ詳しい日程は、5 下旬に遠賀町ホームページ
　　（https://www.town.onga.lg.jp（https://www.town.onga.lg.jp））でお知らせします。でお知らせします。

https://www.town.onga.lg.jp

表 紙 写 真 募表 紙 写 真 募 集集！！
遠賀町内の写真であれば、どなたでも応募できます。遠賀町内の写真であれば、どなたでも応募できます。
詳細は、遠賀町議会事務局へ電話または議会ホーム詳細は、遠賀町議会事務局へ電話または議会ホーム
ページでご確認ください。ページでご確認ください。
たくさんの応募お待ちしております。たくさんの応募お待ちしております。
℡　093（293）1235

表紙募集
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若者と議会の懇談会（遠賀中学校５人、遠賀南中学校５人）

　まず、おんがみらいテラスにて駅南開発事業につ
いての説明が行われ、生徒たちは土地区画整理事
業の概要やこれまでの経緯、今後のまちづくりの方
針について学びました。
　次に食育交流・防災センターで備蓄倉庫を見学し、
町が備えている防災用品や食料品について説明を受
け、「災害時にどのように配布するのか」「賞味期限
が近づいた食品はどうするのか」などの問題にどう
対処するのか、防災への関心を高めました。

食育交流・防災センター見学の様子

前
ま え だ

田 瑛
え い と

斗さん秋
あきえだ

枝 莉
り こ

子さん

和やかな雰囲気で行われた町長表敬訪問

今、遠賀南中学校は 1、2 年生
で 70 人弱しかいないので不安
でしたが、駅南開発のことを知
れて、少し安心しました。自分
もあと 6年以上は遠賀町に住む
と思うので、自分には今何がで
きるのか、どんなことを今から
していくのかを、これからも考
え続けたいと思いました。

駅南を開発することは聞いて
いましたが、実際に工事をし
ている様子を見て、しっかり
イメージすることができたの
で良かったです。
議員の皆さんも僕たちの質問
に真剣に回答してくれて嬉し
かったです。

　
　
　
　
　
　
田
代
　
順
二

発 行 責 任 者

　議　　長　織田　隆徳

議 会 広 報 常 任 委 員 会

　委  員  長　松尾　啓太
　副委員長　立石　紘一郎
　委　　員　野口　久美子
　　　　　　田代　順二
　　　　　　松本　登
　　　　　　萩尾　修身

　
町
民
の
福
祉
と
生
活
向
上
を

図
る
新
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
災
害
時
な
ど
の
情
報
を
確
実

に
伝
達
す
る
戸
別
受
信
機
を
導

入
し
、
災
害
対
策
本
部
の
機
能

を
維
持
・
強
化
し
、
庁
舎
を
整

備
・
集
約
化
し
ま
す
。

　
ま
た
、
開
発
が
進
む
駅
南
地

区
の
道
路
・
水
路
の
整
備
、
学

校
給
食
費
半
額
補
助
や
商
工
会

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
発
行

な
ど
の
子
育
て
支
援
と
物
価
高

騰
対
策
、
交
通
不
便
地
域
対
策

と
し
て
乗
合
方
式
の
デ
マ
ン
ド

バ
ス
有
償
実
証
運
行
も
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
小
中
学
校
体
育
館
の
空
調
設

備
設
置
工
事
費
も
補
正
予
算
で

計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　その後、町長への表敬訪問が行われ、町長との意見
交換では、生徒から健康や環境問題に関する「ワンヘ
ルス」の考え方について質問があり、町長の説明に真
剣に耳を傾けていました。
　最後に、議場で議会の仕組みや議員の仕事について
の説明を受けた後、実際の議場を使って、議員と中
学生による質疑応答を実施。「議員になったきっかけ
は？」「選挙にはどれくらいのお金がかかりますか？」
といった質問があり、議員も熱心に回答しました。
　今回のバスツアーを通じて、若い世代が遠賀町の未
来を考えるきっかけになったと思います。議員も刺激
を受けた交流になりました。

議
会
だ
よ
り
に
関
す
る
ご
意
見
ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
遠
賀
町
議
会
事
務
局　

☎
０
９
３(

２
９
３)

１
２
３
５　

e-m
ail : gikaijim

ukyoku@
tow

n.onga.lg.jp


